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「ビジョン すくすく☆はちおうじ」 基本理念 

 

 

 

子どもは、未来をひらく社会の希望です。 

無限の可能性を持つ子どもの成長を、みんなで喜び、 

あたたかく見守るまちづくりに 

市民のみなさんとともに、取り組んでいます。 
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「ビジョン すくすく☆はちおうじ」基本理念 

「みんなで育てる みんなが育つ はちおうじ」 

 

すべての子どもたちが笑顔で成長し 夢に向かってはばたくことができるように 

地域で子どもを育む 子どもにやさしいまち 
 

すべての家庭が安心して子育てができ 育てる喜びを感じられるように 

社会全体で子育てを支える 子育てしやすいまち 
 

未来を託す子どもたちをみんなで育て 

家庭も地域も一緒に育つことで 郷土への愛着を深め 

八王子の持続可能な発展と すべての市民の幸福感を高めていくことをめざします 
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第 3 次八王子市子ども育成計画「ビジョン すくすく☆はちおうじ」と点検・評価 

 

趣旨 

 

平成 27 年 3 月、本市では、「みんなで育てる みんなが育つ はちおうじ」を基本理念として、

第 3 次子ども育成計画「ビジョン すくすく☆はちおうじ」を策定しました。 

少子化の進行、家庭状況や地域コミュニティの変化、子どもが安心して遊べる場の減少など、子

どもを取り巻く環境はさらに変化し、安心して子どもを産み育てることができ、子どもが心豊かに成長

できる環境づくりがより一層求められています。本計画では、上記基本理念を掲げ、4 つの基本方

針を立て、17 の基本施策と 51 の具体的な施策を展開しています。 

 

計画をより実効性のあるものとして推進するには、ＰＤＣＡによるマネジメントをしっかりと行い、

次年度以降につなげていくことが必要です。平成 28 年度は、計画初年度に行った児童福祉専

門分科会による外部評価の結果を踏まえ施策を展開し、基本理念の実現を目指し、各施策に

位置付けられた取組を、市民のみなさんとの協働により進めました。 

そして、本年度についても、前年度（平成 28 年度）の取組について点検・評価を行い、その結

果を、市民のみなさんに公表いたします。本報告内容を今後の施策推進に活かし、基本理念で

ある「みんなで育てる みんなが育つ はちおうじ」の実現に向け、「子どもにやさしいまちづくり」及

び「子育てしやすいまちづくり」をより一層進めてまいります。 

 

点検及び評価の方法 

 

平成28年度の点検及び評価を行うにあたって、51の具体的な施策の取組状況について、進行

管理とともに内部評価を行いました。さらに、17の基本施策ごとに、八王子市社会福祉審議会 児

童福祉専門分科会による外部評価を受け、御意見をいただくとともに、これらを参考として今後の

展開を示しています。 

 

<評価の基準>  Ａ …目標以上の成果が得られた        Ｂ …計画・目標どおりに達成できた 

Ｃ …計画・目標どおりに達成できなかった Ｄ …達成できず困難な課題がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

１．計画全体の取組状況 

 

本計画のもと、基本理念の実現に向けた 4 つの基本方針、17 の基本施策、51 の施策について、

地域の市民活動団体、学校、企業などと協働し、取り組んでいます。また、施策の展開において、

特に重点的に取り組むべきものを「重点施策」に位置づけています。（計画の体系については、Ｐ19

を参照ください。） 

 

平成 28 年度については、概ね計画どおりに進んでいます。 

 

【計画の概念図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来をひらく 

 

夢と権利をまもる 

 

育てる・育つが楽しい 

 

 

 

 

「ビジョン  すくすく☆はちおうじ」基本理念 

みんなで育てる みんなが育つ 

はちおうじ 
 

子どもにやさしいまち 

 
   子育てしやすいまち 

 

持続可能

な 

都市づくり 

市民の 

幸福感・ 

満足感の 

獲得 

３つの視点 

子育てプロモーションによる 

積極的な推進 

４つの基本方針 
１７の基本施策 

５１の施策 

 

「ビジョン すくすく☆はちおうじ」 ４つの基本方針 
 

基本方針 1    次代を担う子どもの育成 

基本方針 2    家庭の子育て力を支えるしくみづくり 

基本方針 3    子どもと家庭を育むまちづくり 

基本方針 4    配慮が必要な子どもと家庭を支える環境づくり 
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２．平成 28 年度 特色ある主な取組 

 

  平成 28 年度に本市が取り組んだ、特色ある子ども・子育て支援施策の取組について、4 つの基

本方針ごとに報告します。 

 

 

基本方針１   次代を担う子どもの育成                    

すべての子どもたちが自分らしくしあわせに生きる権利や子どもの意見をあらゆる場面で尊重しま

す。 

本市の特色を活かした豊かな遊びや体験、あたたかなふれあいを通じて、子どもがいきいきと成

長しながら生きる力を育む環境を整え、次代を担う子どもを育みます。 

 
 

 

 

 

（1）子ども参画のしくみづくり  ～子どもの意見発表会の実施～    → 施策 1（Ｐ21）  

 

子どもの意見発表会は、平成１２年度に行われた「子どもすこやか宣言」を推進するための取組の一つで

す。 

平成28年度は子ども企画委員を公募し、小学5年～中高生の委員9名が集まりました。テーマは、「八王

子の自然を活かした遊び」。イメージづくりのために、市の広聴課職員、小宮公園所長やパークレンジャーの

方をゲストティーチャーに迎えてテーマについての理解を深め、「どのような自然環境を活かした遊び、体験、

居場所空間があればいいか。」「そのために解決しなければいけないことや、私たちにできることはどのようなこ

とか。」等について、学生リーダーのサポートを受けながら、グループで討議をしました。 

そして9月4日、子どもが八王子の自然を活かした遊び場を充実するための提案や、設置してほしい遊び

場・居場所などについて自ら市長、教育長に発表し、意見交換を行いました。また、児童館では身近な地域

の遊び場について現地調査を行い、その結果についてパネル展示を行いました。 

10月には、市の各施策の担当所管の職員と子ども企画委員の意見交換を実施。このように、子どもたちが

まちづくりのパートナーとして参画する取組を推進しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「八王子市子どもすこやか宣言」 

 

子どもたちが心も体もすくすく健康で、 

その子の持つ個性を伸ばしながら豊かに

成長していくことは、私たち大人の共通の

願いです。 

八王子市では、平成１２年３月に国連

の「子どもの権利条約」（正式名称：「児童

の権利に関する条約」）の精神を尊重し、

八王子市子どもすこやか宣言を行いまし

た。 

 

「子ども企画委員学習会」、「子ども意見発表会」の様子 

  子ども企画委員は、自分たちのまちづくりについて 

  熱心な討議を重ね、市長、教育長に意見発表をしました。 
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（2）赤ちゃんとふれあう事業の充実   ～赤ちゃんふれあい事業の実施～ 

 → 施策 7（Ｐ25）  

 

これまで数校の中学校が独自に行ってきた赤ちゃんや妊婦とのふれ

あい体験を、平成 28 年度から市の事業に位置付け、中学校 10 校で

「赤ちゃんふれあい事業」として実施しました。 

中学生のみなさんに、命の大切さを再確認し、将来に向けて豊かな

人間性を育んでほしいと、中学校が八南助産師会や地域や関係機関と

連携しながら実施することで、貴重な体験学習の機会が広がっていま

す。 

実施校からは、「自分の命はたくさんの人に支えられて生きていられ

るということがわかった。」「自分を産んでくれた親にも感謝し、何気ない

幸せにも気づけるような人になりたい。」「助産師さんの話を聞いて、『い

のち』や『心』について、たくさん学ぶことができた。」「赤ちゃんの心音を

聞いたとき、新しい命が大切に守られているんだな、と感じた。」といった

生徒の感想文が届きました。 

（関連ぺージ Ｐ26） 

 

 

（3）保・幼・小連携の推進  ～「保・幼・小連携基本方針」の検討～     

→ 施策 9/重点施策 4（Ｐ27）  

 

市内すべての保育園・幼稚園、小学校及び学童保育所の教職員の共通認識を図り、保・幼・小連携をより

一層推進するため、保・幼・小子育て連絡協議会でワーキンググループを立ち上げ、保・幼・小連携基本方

針を策定を検討し、「子どもの意欲を伸ばし、成長を支える」、「教職員同士がつながり、相互理解と指導力の

向上を図る」、「家庭・地域との連携・協働を図る」の 3 つの視点をもった基本方針原案を作成しました。 

 

 

（4）青少年健全育成団体の活性化に向けた支援の充実             → 施策11 （Ｐ29）  

 

「地域力」による青少年健全育成のさらなる推進をめざし、市制 100 周年記念事

業として、八王子市子供会育成団体連絡協議会が市、教育委員会との共催により、

「子どもフェスティバル」を実施。様々な団体が協力する中、3,600 名以上の方が参

加し、会場は子どもたちを中心に大いに盛り上がりました。 

 また、市制 100 周年記念事業「ぼく・わたしたちの八王子 子ども絵画コンテストで

は、5,087 名もの児童・生徒より、夢や希望を込めた八王子の風景や未来、大切な

家族とのつながりを描いた作品を応募いただきました。多くの人々が、絵画やコメント

に込められた熱く率直な願いに、子どもたちの「感性の素晴らしさ」や「未来を切り拓く

力強さ」を感じ心打たれました。 

 

 

 

 

 

 

（関連ぺージ Ｐ32） 

 

 

 

【受賞者コメント】 

八王子祭りの山車をかきました。 

八王子の大好きなところです。 

迫力と活気があり、浴衣の人々と笑顔が

たくさんあふれています。 

【市長賞】じまんの八王子祭り 

 

 

 

 




